
リコーはあらゆる行動を顧客起点で実践し，新たな価
値を生み出し，提供し続けることにより「成長と発展を
続けるグローバル企業」を目指している．そして，その
実現に向け取り組んでいる「着実に成果を上げる元気の
いい会社作り」はリコーグループの中期経営計画の重要
な柱の一つである．
ソフトウェア研究開発本部では，これを受けて，高い

目標を自ら掲げ達成する「元気のいい研究所」の実現を
目指し，「性別にかかわらず，働きやすく，かつキャリ
アアップを図る」ことを目指して，ジェンダーフリーに
向けた活動を本部運営の重点課題として推進している．
企業を取り巻く環境の変化は激しく，ビジネスモデル

やビジネスプロセスのパラダイムシフトがグローバルな
レベルで起きている中，変革を担う多様な価値観を持っ

た人材がますます求められる．ジェンダーフリーやダイ
バーシチへの対応は企業を成功に導く「企業戦略」とし
て取り組むべき課題と認識している．
研究所という性格もあり，従来から職場の雰囲気はか
なり自由である．在宅勤務者，育児短縮勤務者，外国人
研究者，障害を持つ研究者などが隔たりなく研究活動に
従事しており，リコーの中でも多様性に富んだ職場であ
る．しかし，無意識のジェンダーバイアスはないか，子
育てや介護，自己啓発も含めてワークライフバランスが
保てる職場環境か，社員一人一人のキャリアアップを意
識した仕事の与え方か，自らキャリアを描きキャリア開
発に取り組める職場か，新たな提案活動に積極的に取り
組んでいるか，など，社員個々の満足度向上と組織力強
化のため， 年に「GET プロジェクト」（注 ）を設置
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（注 ）プロジェクト「GET 」は，この活動の目指すところを表した名称
で， Gender Equality Towards targets：for a better life for a better
workplace for a better Ricoh for a better wor ld を意味する．

図 GET プロジェクト活動 女性社員のキャリアアップ支援とジェンダ フリーな職場環境の促進という二
つのテーマを両輪とした活動．

男女共同参画のページ リコーの研究開発部門におけるジェンダーフリーへの取組み



支援の推進にあたっては，女性社員とその上司への意識
調査を実施し，仕事への取り組み方やスタンスの把握を
行った．その結果，女性社員をひとくくりに考えず，個
人の現状を踏まえた上で，キャリア開発プランを描かせ
る必要性が明らかになった．また，女性社員は仕事の責
任感が非常に高いが，自己評価は厳しく自信のなさが見
えたが，キャリア開発に関して上司のかかわりが弱いと
いうことも分かった．そこで，ワンランク上の目標を持
ちチャレンジする人材を育てる施策として，女性部下を
持つ組織職への教育，メンタリング制度，キャリア戦略
講座などを導入してきた．更には，ジョブローテーショ
ン，組織横断的な活動への参画支援，グローバルに活躍
する場の提供，社外人脈作りの推奨などを行っている．
潜在能力を掘り起し，多様な人材が活躍することで，
従来の固定観念にとらわれず新たな価値を創造し，新た
なビジネス展開を図るためにも女性がもっと意思決定の
場にいることが重要である．この実現を目指して，ソフ
トウェア研究開発本部は，全社レベルでの施策との相乗
効果をねらって今後も積極的な活動を展開していく．

した．
GET プロジェクトは，図１に示すように女性社員の

キャリアアップ支援とジェンダーフリーな職場環境の促
進という二つのテーマを掲げ，女性社員のみならず男性
社員や管理職もメンバーとして活動している．相乗効果
をねらい，図 に示すような多面的な活動をバランス良
く継続的に行っている．特に女性社員のキャリアアップ
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図 GET プロジェクトでの取組み 相乗効果をねらいバラ
ンス良く多面的な活動を展開．
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「情報通信技術によるユビキタス医療への挑戦」予定目次

小特集編集にあたって 編集チームリーダー 鷲見和彦
情報通信技術を活用した在宅医療分野での取組み 岩野賢二 宮崎仁誠
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